








要約 愛媛県南予地方はHTLV-1侵淫地域であるこの地域におけるHTLV-1母子感染予防を目

的として、妊娠前期で抗 HTLV-1 抗体スクリーニングを行い、抗体陽性妊婦の出産後臍帯血

あるいは新生児、及び母乳中の抗原抗体検査を行った。原則として子供は 6ケ月毎に追跡

調査した。現在までに 3202 名の妊婦のうち 96名（3.0％)がキャリアであった。キャリア

母親の母乳中リンパ球の抗原発現率は 86.8%（33/38)と高く、母乳中の抗体陽性率は

34.2%(13/38}と低い。一方、臍帯血、新生児には移行抗体が認められるが、8 ケ月以内で

全例消失した。この調査中に出生した新生児 66 例中 61 例(92.4%)は人工乳保育、5例が母

乳保育(うち 1例は 60℃加熱)であり、移行抗体消失後の抗体の陽転化は認めていない。な

お、当調査以前に出生した同胞 27 家族 39 例中 39 例は母乳保育であった。このうち調査可

能であった 11 例中 3例（27.3%)に抗体陽転化を認めている。 


